
Ⅰ 都道府県の取り組み 

消防団員募集エコバッグ作成 

 

①都道府県名  宮城県 

②県内消防団数 50 団 

③県内実員数  22,071 名［うち女性団員 398 名］ 

④企画担当主管 (財)宮城県消防協会 

℡ 022-262-4333 

⑤HP アドレス    http://www.miyagi-syoubou.or.jp 
 
県内の消防団員の減少に伴い、消防団員確保の更なる推進方策として、

「消防団員募集エコバッグ」を作成した。 
 より多くの地域住民や事業所等が消防団へ参加するよう促し、消防団員

の減少に歯止めを掛けるべく、「自分たちのまちは自分たちで守る」という

目的意識を持った地域住民によって支えられる地域密着型の消防組織の充

実・強化に向けて、当協会各地区支部（１１支部）から、各消防団を通し

て地域住民及び事業所等へ配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   エコバッグ全体（ブラック・グリーン）             プリント拡大 

                    写真提供：宮城県消防協会 

 
各支部において新成人・防災研修会等に配布し、配布後の団員数は、若

干であるが増員している。 
また、新成人に配布したことにより市民から大変喜ばれたとのこと。 
今後の配布方法としては、防災訓練等参加者や消防庁舎見学者に配布す 
る予定の支部がある。 
 当協会の今後の活動としては、県消防主管課と連携しながら、消防団員

確保のための具体的な方策について検討していく予定。  
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第 22回消防団員意見発表会の開催 
 
①都道府県名  東京都 

②都内消防団数 98 団  

③都内実員数  23,879 名［うち女性団員 1,964 名］ 

④企画担当主管 (社)東京都消防協会  

        ℡ 03-3212-4020 

⑤HP アドレス    なし 
 
全国の消防団員数は、過去２００万人を数えたものの、今や９０万人を

割る程に減少するなど、消防団員確保が大きな課題となっており、その対

応策に苦慮している。 
 
東京においても、直下地

震の発生が危惧される中、

消防団員確保が最重要課

題であり、事業所、女性、

大学生など幅広い募集活

動が展開されている。 
 
                                     写真提供：東京都消防協会 

これらのことから、平素の消防団活動を通じての意見・提言等を発表す

ることにより、都民に広く消防団活動について理解を得るとともに、都内

消防団員相互の交流を図り、若年層の入団促進と消防団員の士気高揚に努

めている。 
この意見発表会は、昭和６１年から毎年恒例行事として開催しており、

今年度で２２回を迎え、消防操法大会と並ぶ消防団の大きな行事になって

いる。 
 
意見発表会には、発表者の家族、友人等が応援に駆けつけ、会場は、大

きな盛り上がりを見せる。その熱い声援と期待に応えるため、出場する消

防団員の論旨、発表態度等も年々向上し、防火・防災指導にも積極的な姿

勢が窺える。 
特に、救命講習では、消防職員とともに町会・自治会、事業所等の指導

に当っており、地域住民からの信頼も高く、指導要請が増加している。 
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街頭一斉の消防団員募集活動 
 
①都道府県名  東京都 

②都内消防団数 98 団  

③都内実員数  23,879 名［うち女性団員 1,964 名］ 

④企画担当主管 (社)東京都消防協会・東京消防庁防災部消防団課  

        ℡ 03-3212-2111（内線 4913） 

⑤HP アドレス    なし 
 
特別区消防団の定員１６，０００名の充足に向けて、消防団員確保に努

めているが、平成１９年８月１日現在の団員数は、１３，９４４名で、そ

の充足率は８７．２％にとどまっている。東京においては首都直下地震の

切迫性が高まっており、震災時等において多面的な活動が期待されている

消防団の活動体制の充実強化は、喫緊の課題である。 

こうしたことから、定員の充足を早急に達成させるため、入団促進キャ

ンペーンを実施するとともに、特別任務団員（仮称）制度の導入、各消防

団に「消防団員確保緊急推進本部」の設置や消防団 OB 会からの協力、支援

を得て入団促進を図るなど、団員確保対策を一層推進している。 

そのような中、消防団員の確保を強力に推進するため、平成２０年１月

１５日（火）特別区内で消防

団員が一斉に街頭（地元スー

パー、大型店舗、地元駅前、

ターミナル駅前、個別訪問）

に立ち、住民や会社員等に対

して入団を働きかけるなど、

全国初の大々的な募集活動

を展開した。 

写真提供：東京都消防協会 

 

この街頭一斉募集活動には、３，８０９名の消防団・職員が参加し、東

京２３区内３３２箇所で実施した結果、１７０名の人が消防団への仮入団

手続を行った。 

 ３名の入団を確保した港区新橋駅前にある SL 広場では、芝消防団ラッパ

隊によるファンファーレで募集活動が開始され、会社帰りのサラリーマン

等道行く人たちに、募集のリーフレットやボールペンを配布し協力を訴え

た。 
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集客イベントで消防団 PR 
 
①都道府県名  埼玉県   

②県内消防団数 73 団   

③県内実員数  14,537 名［うち女性団員 268 名］ 

④企画担当主管  (財)埼玉県消防協会 

                [埼玉県危機管理防災部消防防災課] 

℡ 048-830-3166 

⑤HPアドレス  http://www.pref.saitama.lg.jp/A05/BC00/shobo.html 
 
埼玉県内にホーム（本拠地）を持つ浦和レッドダイヤモンズ、大宮アル

ディージャ、西武ライオンズの協力を得て、ハーフタイム等に大型映像装

置によるＰＲ映像の放映を実施した。 

 また、熊谷スポーツ文化公園及び西武ドームにおいて、試合開始前に熊

谷市消防団・消防本部及び所沢市消防団・消防本部とともに入団促進キャ

ンペーンを実施した。 

 

 

Ｊリーグ公式戦  

埼玉スタジアム２００２ 

 

 

 

           写真提供：埼玉県消防協会 

 

 

 

 

平成１９年８月 １日 浦和レッズ VS サンフレッチェ広島戦 

平成１９年８月１１日 浦和レッズ VS 柏レイソル戦 

平成１９年８月２５日 浦和レッズ VS ＦＣ東京戦 

平成１９年９月 １日 浦和レッズ VS 大宮アルディージャ戦 
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Ｊリーグ公式戦  熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 

平成１９年８月１９日 大宮アルディージャ VS 鹿島アントラーズ戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

西武ライオンズマスコット「ライナ」も           埼玉県マスコット「コバトン」も消防       

防火衣を着て記念撮影                               団員と一緒に消防団ＰＲ 

  

プロ野球公式戦 西武ドーム 

平成１９年９月１５日 西武ライオンズ VS 東北楽天イーグルス戦 

 

 埼玉県防災学習センターこどもの日イベントにおいて、鴻巣市吹上消防

団及び鴻巣市とともに入団促進キャンペーンを実施した。 

埼玉県防災学習センター 

活 

動 

内 

容 



平成１９年５月５日 こどもの日イベント 

消防団活動協力事業所応援減税 

 

①都道府県名  長野県   

②県内消防団数 81 団   

③県内実員数  37,091 名［うち女性団員 639 名］ 

④企画担当主管  長野県危機管理局消防課 

℡ 026-235-7182 

⑤HPアドレス  http://www.pref.nagano.jp/ 
 
【目的】 

 消防団員の減少やいわゆるサラリーマン団員の増加に伴い、地域におけ

る消防力の低下が危惧される中で、消防団員が活動しやすい環境づくりが

促進されるよう、県としても支援を行うもの。 

【経緯】 

 各消防団や市町村、消防協会等が消防団活動に対する理解促進や団員確

保の取り組みを進める中で、「消防団協力事業所表示制度」の創設を契機

として、知事の決断により、全国初の事例となる「消防団の活動に協力す

る事業所等を応援する県税の特例に関する条例」を県議会に提案し、平成

１９年３月１２日に全会一致で可決成立後、同年４月１日から施行した。 

【減税措置の概要】 

 別紙（次ページ参考）の要件をすべて満たす、資本金（又は出資金）の

額が１千万円以下の中小法人又は個人事業主について、申請により「法人

事業税」又は「個人事業税」の税額の２分の１（上限１０万円）を一定期

間に限り減税する。 

【その他の優遇措置】 

 減税のほか、消防団活動に協力している法人等については、平成２１年

度から長野県建設工事等入札参加資格の総合点数を算定するにあたり、「新

客観点数」の中の地域貢献等の項目で加点することとしている。 

 

減税については、その申請が今後なされることになるため、実績はまだ

出でいないが、全国初の制度ということもあり、県内外の自治体、事業所、

報道機関等、多方面から問い合わせがあり、関心の高さがうかがえる。 

 実績や効果はまだ未知数だが、減税制度や入札参加資格に関する優遇措

置の導入が、消防団協力事業所表示制度の普及、ひいては、消防団員の活

動環境の整備促進の支援に貢献しているものと思われる。 
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富山県女性消防団員連絡協議会発足 

 

①都道府県名  富山県   

②県内消防団数 15 団   

③県内実員数  10,140 名［うち女性団員 291 名］ 

④企画担当主管  (財)富山県消防協会事務局 

℡ 076-422-1628 

⑤HPアドレス    なし 
 

【発足の経緯】 

第１１回全国女性消防団員活性化富山大会（平成１７年１０月に開催）

の開催が決定した平成１６年に女性消防団員を採用する市町村が増加した

ことに伴い、平成１６年１２月に女性消防団員を会員とする富山県女性消

防団員連絡会が結成され、大会成功の中心的役割を担った。 
大会後は、各消防団内での活動に終始していたことから、「富山県女性

消防団員連絡会」を発展的に解消し、平成１８年１１月に「富山県女性消

防団員連絡協議会」として再スタートした。 
 

【富山県女性消防団員連絡協議会として目指すもの】 

この協議会が目指すものは、県下女性消防団員相互の連携強化による女

性消防団員の活性化である。 
県下１５市町村（消防団）のうち１１市町で２９１名の女性消防団員が

採用され、うち４市に８女性分団がある。 
  しかし、分団・方面団毎にみれば、３６名の女性分団から４名の本部付
き女性分団まで、その組織は千差万別であるが、研修会の開催、各種情報

の提供・交換により、有機的な連携を構築し、女性消防団員としての特性

を活動に生かすことを目的としている。 
 

【今後の取り組み】 

研修会を開催し、消防団員としてのあるべき姿を再認識するとともに、

自分たちの活動事例を発表しあうことにより、会員同士が切磋琢磨するな

かで、女性消防団員としての資質の向上を図る。 
全国女性消防団員活性化大会等に積極的に参加し、他県の先進的事例を

見聞するなかから、今後の活動に生かせるものを進んで取り入れる。 
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【女性消防団員ならではの活動を推進】 

平成１９年１１月の総会において、富山県下女性消防団員が家庭用火災

警報器の設置促進に積極的に取り組む決議を採択し、女性消防団員の特性

を生かして、高齢者世帯、１人暮らし老人世帯に設置を呼びかけている。 
出初式では伝統ある「梯子乗り」において、男性団員に混じって女性消

防団員が大技を披露するなど、活動分野が拡大している。 
 

 

 

 

 

 
                             資料提供：富山県消防協会 
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京都府消防応援団が発足 

 

①都道府県名  京都府   

②県内消防団数 55 団   

③県内実員数  18,768 名［うち女性団員 481 名］ 

④企画担当主管  京都府・(財)京都府消防協会 

℡ 075-414-1165（京都府消防協会） 

⑤HPアドレス    なし 
 

京都府では京都府内の消防関係者を激励し、消防活動を広く PR すること

を目的に、京都府にゆかりのある各界（文化・芸能・スポーツ界等）の方々、

１９名で構成する「京都府消防応援団」を結成し、平成１９年１１月１８

日に多数の消防関係者出席のもと、結団式を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府及び京都府消防協会では、これからも応援団の方々に、それぞれ

の活動を通じて、京都の消防関係者を激励していただくとともに、テレビ、

ラジオ等で広く消防の活動を PR することで、京都都民の消防に対する理解

と関心を深め、「安心・安全、希望の京都」の実現に取り組んでいくこと

としている。 
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京都府消防応援団宣言 

一 私たちは、郷土愛護の精神で日夜頑張っている消防職団員を応援、激励し、 

安心・安全な京都府づくりに協力します。 

一 私たちは、日頃の活動を通じて、消防を広くＰＲし、府民の理解の促進と京 

都府消防の充実に協力します。 

                      平成１９年１１月１８日 

                          京都府消防応援団 
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市田 ひろみ（服飾評論家） 

岩崎 裕美と京小町踊り子隊（アナウンサー・ＮＰＯ法人） 

尾池 和夫（京都大学総長） 

大八木 淳史（タレント・ラグビー元日本代表） 

片岡 篤史（元プロ野球選手） 

釜本 邦茂（サッカー元日本代表・元参議院議員） 

川中 基嗣（プロ野球選手） 

桑原 征平（アナウンサー） 

里見 浩太朗（俳優） 

ジェフ・バーグランド（大学教授） 

大 奈（歌手） 

千葉 真子（マラソンランナー） 

にしゃんた（タレント・京都府名誉友好大使） 

原田 伸郎（タレント） 

ばんばひろふみ（歌手） 

平尾 誠二（ラグビー神戸製鋼総監督） 

森 清範（清水寺 貫主） 

森脇 健児（タレント） 

田 義男（元プロ野球選手） 

※「地域の絆を深める」という意味から応援団メンバーの森清範 清水寺貫主が揮毫された「絆」の文字

です。 

                               写真・資料提供：京都府消防協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



防火ステッカーを県内５６万世帯に配布 

 

①都道府県名  奈良県   

②県内消防団数 36 団   

③県内実員数  9,058 名［うち女性団員  190 名］ 

④企画担当主管  (財)奈良県消防協会 

℡ 0742-22-1101 

⑤HPアドレス    なし 
 

 奈良県消防協会では、火災の根絶を目指して、秋季全国火災予防運動の

実施に合わせ、「火の用心」の文字を入れた防火ステッカーを作成し、県

内の５６万世帯に配布した。 

 また、毎年度、機関誌「消防大和」を発刊し、県内消防団員及び消防関

係団体へ配布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          機関誌「消防大和」                 防火ステッカー 

                                      資料提供：奈良県消防協会 

 

 

 平成１９年１０月１１日に、県下の消防団幹部及び女性消防隊等の幹部

が一堂に会し、団結と士気の高揚を図るために、「奈良県消防団等幹部大

会」が開催された。 
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第１回島根県女性消防団員活性化推進大会を開催 

 

①都道府県名  島根県   

②県内消防団数 21 団   

③県内実員数  12,886 名［うち女性団員  223 名］ 

④企画担当主管  (財)島根県消防協会 

℡ 0852-21-2166 

⑤HPアドレス    なし 
 

  

島根県では、県内の女性団員間の交流を深め、伸び悩んでいる消防団員

数拡大の契機にしようと、『島根県女性消防団員活性化推進大会』を県内

全域から女性消防団員が集まって初めて開催した。 

 大会は、「守れ、わがまち、共（とも）にがんばる・女性消防団員！」

を主題に、女性団員相互の意見交換会の他、午後からは県内の代表３名の

女性団員が、各団の活動状況や課題などについて事例発表し、最後は大会

決議で締めくくった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料提供：島根県消防協会 

                         

  

発表の中には、これまでの取り組みを振り返りながら、「活動をマンネ

リ化させず、女性消防団員同士の交流も深め、防災力の向上に役立ちたい」

との意見もあった。 

都
道
府
県
概
要 

活 

動 

内 
容 

特 

記 

事 

項 



 

「おかやまの消防団」ラジオリレー 

 

①都道府県名  岡山県   

②県内消防団数 27 団   

③県内実員数  29,272 名［うち女性団員  161 名］ 

④企画担当主管  (財)岡山県消防協会 

［岡山県消防保安課］ 

℡ 086-226-7295 

⑤HPアドレス 
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=13 

 

岡山県では、『あなたのまちのサポーター「おかやまの消防団」ラジオ

リレー』と題して、若手消防団員の一人ひとりにスポットをあてて、消防

団を PR していこうというコーナーを地元 FMラジオ局、FMおかやまの番組

で実施している。 

 今年度は６月２７日から３月２６日まで、連続１２回で、毎月最終週の

水曜日１７：００から１７：１０が消防団のコーナー。 

 体験エピソードなどのラジオトークを通して、消防団の魅力、活動の充

実感、喜びといったものを伝えていく。 

 今年度の出演者は、８消防団から２５人が出演し、それぞれ魅力的なト

ークを披露した。近々、県消防保安課の HP に放送音声をアップする予定。

（２０年度も継続予定） 

 毎回、コーナーの最後には、１８年度に、おかやまの消防団マスコット

キャラクターの愛称募集(特記事項参照)をした際、全国の方から寄せられ

た消防団へのメッセージを紹介している。 

 

                        おかやまの消防団マスコット 

                                       「団吉」 

 

 

                         資料提供：岡山県消防協会 

平成１４年度に自治体消防発足５５周年を記念して、「おかやまの消防

団」マスコットキャラクターのデザインを公募。平成１８年度にその愛称

を公募し、応募総数３，６４３件の中から、「団吉」と決定された。 

 「団吉」にいろんなバージョンを加えた「展開マニュアル」を作成し、
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【進行管理】 

① 県と協会によりモデル地区事業の打ち合わせ及び３地区の決定 

② ３地区との協議会立ち上げに関する事前打ち合わせ会議 

③ 協議会構成メンバー及び協議会会長予定者並びに協力要請機関の提出 

④ 町長・副町長・農協組合長・民間事業所代表者各位への支援協力要請 

⑤ 協議会の検討課題 

・団活動の PR、団の状況説明 

・地域の実情分析、問題点及び課題の抽出、団員確保策の検討 

・団員確保案のまとめ  ・対策実施結果分析、取り組み総括 

市町村等が実施する PR に広く活用してもらっている。 

消防団員確保のモデル地区を指定 

 

①都道府県名  高知県   

②県内消防団数 40 団   

③県内実員数  8,103 名［うち女性団員  174 名］ 

④企画担当主管  高知県危機管理部消防政策課 

(財)高知県消防協会 

℡ 088-823-9099 

⑤HPアドレス    なし  
 

 高知県においては、平成１５年度から大規模災害時に迅速な初動体制が

確保できる消防団を養成し、地域防災の要としての地位を確保することを

目指し、現状の消防団の課題解決を側面から支援するため、「消防団総合

支援対策事業」を高知県消防協会に委託して５年計画で推進してきた。 

 平成１９年度からは、この事業の中の消防団確保対策の取り組みとして、

地域の理解と協力を得て県内３地区をモデル地区に指定し、消防団定数確

保対策協議会（仮称）の立ち上げに対して、県と協会が連携して支援を行

った。 

 

 

    

      

 

 

 

 

 

 

  

まだ、事業は継続中で完結していないが、すでに１地区では女性団員が

１６名入団し、男性団員も複数入団する等、地区での積極的な取り組みが

行われた。他の２地区においても地域の実情に応じた対策が検討され、実

施されている。 

又、県としても平成２０年度からは事業名を「消防団員定数確保対策事

業」と改めて、協会に委託し、モデル地区を選定して協議会を結成する等、
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継続して団員確保対策に取り組んで行く予定である。 

県下全消防団員に消防団員証を配布 

 

①都道府県名  福岡県   

②県内消防団数 79 団   

③県内実員数  25,660 名［うち女性団員  646 名］ 

④企画担当主管  (財)福岡県消防協会 

℡ 092-271-1275 

⑤HPアドレス    なし  
 

【県下の全消防団員に消防団員証を配布】              
  当協会では、県下２万５千名の消防団員に対して、消防
団員証の配布を行っている。 

消防団員証は、縦１８センチ横４センチ、白色のプラス

チック製の表札（図参照）で、県下の全消防団員の自宅の

玄関や門柱に掲示している。 
 この団員証を消防団員の自宅に掲示することにより、 

①消防団員が、地域の安全を守るという誇りをもって活動する。 

②団員宅を地域の防災拠点としての存在感を、地域住民に対して 

アピールする。 

ことを目的としている。 

   

【事業の効果、期待】 

 この事業は、平成１９年度から開始したばかりの事業で

あり、効果については今後を待つことになるが、当協会と

しては団員の励みとなるだけにとどまらず、消防団員証を

掲示している団員宅が地域の安心・安全の場として定着す

ることを願っている。                資料提供：福岡県消防協会 
  
また、全国的には消防団員数の減少傾向が見られ、本県もその例外では

ないが、この事業が団員減少に歯止めをかけ、さらには団員増加に結びつ

いてくれることを期待している。  

 

団員証の作成費用については、今後の新入団員分も含め、全額県消防協

会が負担することとしている。 
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Ⅱ 全国の消防団の取り組み      組織再編・機能別分団（団員）編 

機動重機隊を創設 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   札幌市清田消防団 
③実員数    121名［うち女性団員 22名］ 
④消防団事務局 札幌市清田消防署予防課庶務係 

℡ 011-883-2100 
⑤HPアドレス    なし 

 
【創設の目的】 
消防団員の中の重機等を所有する者で『機動重機隊』を編成し、消防署

の要請があれば直ちに出動できる体制を確立することにより、人命救助等

のため重機が必要な現場に、現状よりも短時間で機動的に必要な重機等を

投入し、災害対応力の強化を図ることを目的とする。 
【機動重機隊の編成】 
 清田消防団に所属する団員のうち、次により隊を編成する。 
 １）重機等を所有する者（自走式及び運搬手段を有する重機）。 
 ２）重機等を運用できる免許を所有する者。（大型特殊及び作業免許） 
３）隊長１名、副隊長１名、隊員１０名及びタイヤショベル８台、トラッ 
ク３台（重機運搬用及びクレーン付） 

【隊の運用基準】 
１）現場最高指揮者からの出動要請による。 
２）消防団長が必要と判断したとき。 
【出動の取扱い】 
 消防団活動として取り扱う。平成１９年１０月１日運用開始 
 
 
【消防署との連携訓練の実施】 
 機動重機隊と消防救助隊等による、人命救助（多重衝突事故）訓練を平

成１９年１１月６日に実施（別添資料参照）。さらに、平成２０年２月１９

日に大規模な落雪事故により乗用車及び人が埋もれたという想定の救助訓

練を清田消防署と合同で実施。 
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発隊式の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
機動重機隊及び消防隊合同訓練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             写真提供：札幌市消防局 

 



山岳救助隊が発足 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   札幌市手稲消防団 
③実員数    131名［うち女性団員 27名］ 
④消防団事務局 札幌市消防局総務部職員課 

℡ 011-281-0101 
⑤HPアドレス  http://www.city.sapporo.jp/shobo 

 
 札幌市手稲消防団では、昨年７月、現役大学生を交えた山岳救助隊を発

足させた。 
 
【発足経緯】 
 同消防団の管轄する手稲区には、

スキー場や手ごろな登山コースで

知られる手稲山があり、近年は中高

年の山歩きブームなどに伴い、滑落

事故や山菜採りでの行方不明など

の捜索・救急等の事案が増えている。 
 同消防団が団員による山岳

救助隊の創設を検討していた

ところ、同区内にある北海道工

業大学の山岳部員１２名が消

防団への入団を希望したこと

から、現役の消防団員１０名と

ともに２２名の隊員でスター

トすることとなった。 
 

            写真提供：札幌市消防局 

 
 
 
学生団員たちは、機能別団員ではなく、今後も訓練を重ね山岳救助活動

を中心に他の消防団活動にも加わっていくこととしている。  
 
 

消 

防 

団 

概 

要 

活 

動 

内 
容 

特 

記 

事 

項 

http://www.city.sapporo.jp/shobo


警戒分団で災害時の安全管理 

 

①都道府県名  三重県 
②消防団名   松阪市消防団 
③実員数    1,420名［うち女性団員 60名］ 
④消防団事務局 松阪市消防団事務局 

℡ 0598-25-1414 
⑤HPアドレス  http://www.city.matsusaka.mie.jp/shouboudan/index.html 

 
【警戒分団の概要】 
警戒団員は１分団及び１班に計２２名が所属し、火災現場等の交通整

理・安全確保等に従事している。特に近年の交通量の増加に伴いその役割

は重要なものとなっている。 
昭和 27年ごろ警戒分団が編成され、当時から災害現場周辺の整理等にあ
たっていた。 
【警戒分団の装備】 
警戒分団には、ワンボックス車両が配備され、整理誘導資機材のほか災

害救助用資機材も配備されている。 
【火災時の活動】 
傍観者の整理のほか現場周辺の通行車両の誘導、消防ポンプまたは消火

栓や防火水槽のマンホール付近の監視などに従事している。 
【訓練時の活動】 
消防団の訓練においては、標員などの進行補助、参加車両の誘導指示な

どの運営業務に携わっている。 
            

  
夜間現場での警戒            標員につく警戒団員 
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【年長者が継続可能な団活動】 

 活動内容は、火災現場においても訓練においても縁の下の力持ちという

役柄につき、当市消防団にはなくてはならない存在となっている。 

一方では災害現場で第一線を担わないため、ある程度高齢になった団員

であっても活動することが可能で、最高齢では７９歳の団員も活動を継続

している。 

【意欲ある団員ＯＢの再入団】 

「前線での活動が困難」と退団した団員も、警戒団員であれば活動の可

能性が見出せるため、意欲あるＯＢの再入団が期待でき、団員確保の観点

からも有効と考えられる。 

昨年団員確保に苦慮していた区域では、退団した団員に警戒団員として

入団を呼びかけたところ、７名が再入団し、災害現場周辺の安全確保等に

従事する班が結成された。 
 

 
 
 

 
 

 

市長 

 

  

統括団長 

  

副統括団長 

  

              

松阪方面団  嬉野方面団  三雲方面団  飯南方面団  飯高方面団 

              

警戒分団を含

む２７分団 
 ７分団  ５分団  

５分団 

警戒団員は方

面団本部内に

７名 

 ５分団 
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水難救助隊（RKR）が発足 

 

①都道府県名  京都府 
②消防団名   木津川市消防団 
③実員数    747名［うち女性団員 25名］ 
④消防団事務局 木津川市役所市長公室危機管理課防災係 

℡ 0774-75-1206 
⑤HPアドレス  http://www.kyoto-kizu.jp/syobodan/ 

 
 木津川市消防団では、平成１９年９月１日付けで、新しく水難救助隊と

して、リバー木津レスキュー隊（通称「RKR」 定員３０名）を発足。 
 １級河川である木津川の氾濫や増水による内水の氾濫等により、市街地

での浸水等の災害において、市民の救助を主たる目的として設置。また、

木津川での水難救助や捜索活動にも活躍が期待される。  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      写真提供：京都府消防協会 

地元、相楽中部消防組合消防本部の協力を得て出動要綱、木津川の地形

や河川の情報、安全管理マニュアル、訓練マニュアル等を作成している。 
 
今後は、ロープ結索訓練、救難ロープの使用方法や要救助者への対応、

夏場には実務訓練等各種研修を積み重ね、規律ある隊員に仕上げることが

各団員の安全管理につながることを自覚させ、水難救助隊員としての自信

と誇りの向上を図っていく。 
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ハイパー消防団員制度 

 

①都道府県名  京都府 
②消防団名   綾部市消防団 
③実員数    895名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 綾部市消防本部 管理課 庶務担当 

℡ 0773-42-0119 
⑤HPアドレス  http://www.city.ayabe.kyoto.jp/html/afd119/index.html 

 
平成１７年６月綾部市議会において、阪神淡路大震災等の大災害を教訓

に、「消防団員による資格・技能を活用した災害対応を行っては」の質問が

出された。 
これを受け、早速当時９０９名の消防団員に特技技能のアンケート調査

を行い６３３名から回答を得ると共に、人数の把握と団員の募集を行い、

平成１９年２月２５日に検証訓練を実施した。その結果、一定地域での災

害には有効であることが確認され、「ハイパー消防団員」の発足に手応えを

感じた。 
 その後、発足式に向け、正副団長・ブロック長を中心に問題点を解決す

べく検討委員会を４回実施し、充実した組織を作るため意見交換等を行う

と共に、運用規程・ワッペン等を作成した。 

     左肩下に付けるワッペン               ヘルメットに貼るシール 

また、並行して再度「ハイパー消防団員」登録募集を行ったところ、延

べ１６７名（６３名）の消防団員が登録し、平成１９年９月１日の防災の

日に発足式を迎えた。  
ハイパー消防団員は、消防団の中で大型特殊車両やフォークリフト、ア

マチュア無線、応急手当普及員、電気工事士といった専門技術や資格技能

を持つ団員を対象に、事前に募集・登録してもらうことにより、土砂崩れ

や落石、河川の増水といった災害、多数の死傷者が出る鉄道事故などの集

団災害時等に、災害の様態に応じた召集をすることができる。 
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現場では、障害物を重機で撤去したり、大型土のう積み、応急手当など

災害に応じた的確な活動を展開する。 
         

    検証時の障害物除去訓練と応急手当訓練 

 
 阪神淡路大震災や新潟県中越地震などの大災害時、倒壊家屋、倒れた電

柱、がけ崩れなどの障害物で、消防車や救急車が現場へ到達できないとき

など、重機等の特殊技能を活用することにより、消防活動が容易になり、

救助隊だけでは救助が困難であった現場での救出が可能になる。 
 また、消防無線・電話回線等の通信が困難な場合には、アマチュア無線

を使用し、情報収集を行うことにより、市民の安心安全の確保が速やかに

行えると考えている。 

             検証時の一時避難所開設訓練と大型土のう積訓練   写真提供：綾部市消防本部 

 
基本的には、消防本部から消防団長に出動要請を行い、消防団長から各

分団長、そして各ハイパー消防団員へ出動要請を行うことになる。 
 また、この活動は消防団活動の一環として行うので、公務災害補償は、

消防団活動と同様の取り扱いになる。  
 災害現場では、救助の専門知識が求められるので、現在実施している水

防訓練や防災訓練等の中で、色々な災害現場を想定した内容を取り入れた

訓練を実施し、災害時に迅速・的確な活動のできる体制が必要である。 
今後、重機等の所有者の民間協力者との連携や連絡体制の確立に積極的

に取り組み、ハイパー消防団員制度の充実強化を図っていきたい。 
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機能別消防団員「水上バイク隊」の創設 

 

①都道府県名  宮崎県 
②消防団名   宮崎市消防団 
③実員数    1,565名［うち女性団員 61名］ 
④消防団事務局 宮崎市消防局 総務課消防団係 

℡ 0985-32-4902 
⑤HPアドレス 
      http://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/gyousei/html/shobo/index.html 

 
【機能別消防団員「水上バイク隊」の創設】 
 宮崎市消防団に、機能別消防団員である「水上バイク隊」を創設した。 
団本部付の部扱いとし、リーダー１名、副リーダー２名を含む１５名で構

成する。 
  
【水上バイク隊創設の経緯】 
平成１７年９月に発生した台風第１４号による豪雨災害において、市内 

各地で河川の増水や内水による被害が発生した。 
このような中、市内の水上バイク愛好者が浸水地域の救助活動に活躍し

たことから、台風時の浸水地域の救助活動や、沿岸等での水難事故発生時

の救助活動を強化するため、機能別消防団員としての水上バイク隊を創設

することとなった。 
 
【水上バイク隊のメリット】 
・個人所有の水上バイクを使用することから、購入費用がかからない。 
・ゴムボートと比較してスピードが速く小回りが利く。 
・船底にスクリューなどの突起物がないため、水中に障害物の多い浸水 
地域において活動が容易。 
・趣味を通して水上バイクの取り扱いに習熟しているため、即戦力とな     
る。 

 
発足して間もないことから出動実績はまだ１件であるが、総合防災訓練

や水難救助訓練など、多くの訓練に参加し活動を行っている。 
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水上バイク隊の発足式（平成１９年６月３日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             写真提供：宮崎市消防局 

 
 
 

水上バイク隊の訓練状況（発足式時） 



                   地域住民への防火指導・予防広報編 

救命移動ステーション 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   札幌市北消防団 
③実員数    273名［うち女性団員 22名］ 
④消防団事務局 札幌市北消防署予防課庶務係 

℡ 011-737-2100 
⑤HPアドレス    なし 

 
【事業の目的・概要】 
 北区内で、多くの人が集まるイベント等で、その参加者が心肺停止状態

に陥った際、自動式体外除細動器（以下「ＡＥＤ」という。）を使用して救

命活動を実施し救命効果を向上させる。また、当該イベント会場で訓練用

ＡＥＤトレーナーを活用した応急手当講習を実施するなど、ＡＥＤの普及

啓発を図るため、北消防団が保有するＡＥＤ3台を北消防団員が持参して、
北区内で開催される各種の行事に出向き「救命移動ステーション」を設置

する。 
【特色】 
ＡＥＤを設置する施設は増えてい

るが、消防団員が出向くという移動

方式による積極的な救命活動へ取り

組むこととした。 
          写真提供：札幌市消防局 

 
 
【利用実績】 
 「救命移動ステーション」は、平成１８年６月１日から運用を開始し、

利用実績は次のとおり。 
   出動回数 出動人員 行事参加人員 
平成 18年度 10回 36名 55,180 
平成 19年度 10回 37名 42,500 

 両年度とも札幌市の代表的なイベントでもある「よさこいソーラン祭り」

の会場や、各町内会の運動会、自主防災訓練会場への設置要請など、地域

密着型の活動として定着しつつある。 
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団員が小・中学校で防災講話 

 

①都道府県名  栃木県 
②消防団名   宇都宮市消防団 
③実員数    2,069名［うち女性団員 40名］ 
④消防団事務局 宇都宮市消防本部 

℡ 028-625-5500 
⑤HPアドレス    なし 

 
【事業の目的】 
 児童・生徒が，消防団活動の見学や体験を通じて，地域の防災対策や集

団での秩序ある行動の大切さを学ぶもの。 
【学校における防災教育に関する消防団の協力】 
小，中学校における避難訓練やその他行事等において，消防署との連携

に加えて，地域の消防団員が消防操法，消火器の取り扱い，防災講話等を

実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
       消防団員が児童の前で防災講話             消防団の仕事内容を説明 

 
 
 
 
 
 
 
                     校庭で消防操法展示      写真提供：宇都宮市消防本部 

 
小学校の避難訓練では、消防団員の水出し消防操法が大変好評である。

消防団の活動内容や取り組みなど、消防団の役割について児童達から理解

され、次世代を担う子供たちへの反響は大きい。 
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学校敷地内に「消防ステーション」 

 

①都道府県名  埼玉県 
②消防団名   草加市消防団 
③実員数    210名［うち女性団員 10名］ 
④消防団事務局 草加市消防本部 総務課庶務企画担当 

℡ 048-924-2111 
⑤HPアドレス    なし 

 
平成２０年２月２１日、草加市立川柳小学校の校庭で、３年生（４クラ

ス１１５人） を対象に消防団の活動見学会が行われた。見学会は社会科

のカリキュラムである「みんなでつくろう安全なまち」をテーマに、市民

の安全を守る消防団をもっと身近に感じ、体験してもらおうと開催された。 
 

 
                                    写真提供：草加市消防本部 

 
川柳小学校は県内で唯一、学校敷地内に消防団の活動拠点「消防ステー

ション」があり、全国的にも珍しい施設となっている。 

見学会では、草加市消防団第５分団第１部に所属する３人により、災害

時の対応や説明、ポンプ車を使った放水訓練が行われ、児童たちは熱心に

耳を傾けていた。 

放水訓練では、３年生の代表６人が子供用防火服を着用し、直接ホース

に触り訓練を行いました。訓練後には、児童の質問時間が設けられ、団員

が一つひとつ丁寧に答えていた。 
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                       放水体験をする児童 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       消防団員との質問時間 

 
 
参加した団員は、「こういった機会に消防団の活動を見て、将来、地域

を守る消防団員になって貰いたいと思っている。これからも、こういった

活動を通して、子供たちに多くの事を伝えていきたい」と、子供たちへ消

防団をＰＲすることの重要性を語っていた。 
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「みんなが消防士」事業に参加 

 

①都道府県名  神奈川県 
②消防団名   川崎市多摩消防団 
③実員数    160名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 川崎市多摩消防署 予防課庶務係 

℡ 044-933-0119 
⑤HPアドレス   
http://www.city.kawasaki.jp/84/84fire/about_us/syo/tamasyo/index.htm 

 
 川崎市消防全体で実施している、小学生３・４年生を対象とした「みんな
が消防士」事業に、本年度から多摩消防団も参加した。地域の小学校から

の要請により訪問し、消防職員と消防団員が協力して児童の指導を行って

いる。 
 これは、「地域の小学校に対して消防団をＰＲし、小学生に消防団員の存

在を知ってもらうことが、今後の消防団員の活性化や団員確保につながっ

ていくのではないか。」との提案をもとに、例年、小学生を対象に実施して

いる「みんなが消防士」事業に消防団員が参加することになったものであ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       写真提供：川崎市消防局 

 
 消防団員の参加は、児童をはじめ授業担当の先生方からも大好評で、消

防署以外にも火事場等で活躍する消防団員の存在を十分アピールすること

ができ、子ども達を通して父兄にもＰＲ効果があった。さらに「自分たち

の住む町は自分たちで守る」との消防団精神をも伝えることができた。 
 参加した児童が消防の仕事に興味をもち、将来、郷土愛護の消防団精神

に培われた地域防災リーダーとして消防団員で活躍してくれるものと期待

している。 
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市自治会連絡協議会会長が一日消防団長に 

 
①都道府県名  神奈川県 
②消防団名   座間市消防団 
③実員数    212名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 座間市消防本部 消防総務課 

℡ 046-256-2211 
⑤HPアドレス  http://www.city.zama.kanagawa.jp/ 
 
 全国一斉に開催された、平成１９年１１月秋の火災予防運動中に消防団

の活動事業として、市内では今回が初めての試みとなる一日消防団長に、

市自治会連絡協議会会長が任命され、市内３カ所のスーパーや家電量販店

の店頭で市民に向けて、防火の呼びかけやチラシの配布をして火災予防啓

発の広報活動を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                           写真提供：座間市消防本部 

 
 
 
 
 
 
市自治会連絡協議会役員会に消防団員募集について依頼し、市内全域を

対象に、消防団員のパンフレットを作成・配布し、自治会に回覧を依頼し

た。 
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小学生が火災予防 PR  

 

①都道府県名  静岡県 
②消防団名   裾野市消防団 
③実員数    226名［うち女性団員 19名］ 
④消防団事務局 裾野市消防本部 警防室 

℡ 055-995-1193 
⑤HPアドレス  http://www.city.susono.shizuoka.jp/syoukanri/syobo-main.jsp 

 
 裾野市消防団では、春と秋の火災予防週間中に、小学生による夜間火災

予防 PRを行っている。 
 市内５分団ごとに地区の小学生を消防車両に乗せ、消防団員とともに、

小学生自身が考えた防火標語を、マイクで地域に向けて呼びかけている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  写真提供：裾野市消防本部 

 
  
子どもに消防車に乗ってもらうことで、消防団をもっと身近に感じても

らい、消防団の活動に少しでも興味を持ってもらうことにより、「昔、消防

車に乗せてもらったことがある」という団員が将来、入団してほしいと思

っている。 
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                       地域への PR活動編 

活躍するラッパ隊 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   上川南部消防事務組合 上富良野消防団 
③実員数    53名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 上川南部消防事務組合  
            北消防署 警防係 

℡ 0167-45-2119 
⑤HPアドレス  http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/13shobo/top.html 

 
上富良野消防団ラッパ隊は、「消防団の活性化・魅力ある消防団づくり」

を目指して平成１６年４月に創設し、１０名の団員で編成している。 
 ラッパ隊の活動の場としては、上川南部消防事務組合の３大行事である、

富良野区分会消防総合訓練大会、消防総合演習、出初式であり、創設した

年の９月１日消防総合演習でデビューした。 
 平成１８年には、ふるさと消防団活性化助成事業により大太鼓、小太鼓、

クオード、シンバルを整備し、ラッパだけの演奏からラッパとパーカッシ

ョンによる演奏が出来るようになり、より幅広い地域交流活動と防火意識

の高揚のために役立てようと考えている。 
 上富良野町では毎年７月１日に「社会を明るくする運動」啓発音楽パレ

ードが開催されており、ラッパ

隊も今年初めて参加した。大半

の隊員が行進しながらの演奏は

初めてで、練習に練習を重ねた

結果、音楽パレード当日は力強

い音色で上富良野消防を町民等

にＰＲすることができた。 
 
写真提供：上川南部消防事務組合北消防署 

 
 
今後はさらなるレベルアップを図り、消防団活動の「華」として、消防

団の活性化及び魅力ある消防団づくり、団員の士気の高揚及び規律の保持

に努めていきたいと考えている。 
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分団独自の機関誌「火の用心だより」を発行 

 

①都道府県名  栃木県 
②消防団名   益子町消防団 
③実員数    219名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 益子町役場 総務課消防交通係  

℡ 0285-72-8826 
⑤HPアドレス    なし 

 
分団独自で、機関誌「火の用心だより」を発行し、管轄区域の全世帯に

町広報誌とともに配布している。 

年間、４回程度の編集会議を開催し、通常点検やポンプ操法大会のお知

らせ、団員の募集、活動内容等を掲載し、地域住民に対して消防団のＰＲ

活動を実施している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          写真提供：益子町役場 

 

 

 

 

 

ＰＲ効果の現れか、通常点検やポンプ操法大会の地域住民の観客も増加

しているように感じており、困難を極めつつある団員確保に効を奏してい

る。 
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商店街のオーロラビジョンを活用した消防団員募集 

 

①都道府県名  埼玉県 
②消防団名   所沢市消防団 
③実員数    325名［うち女性団員 20名］ 
④消防団事務局 所沢市消防本部警防課  

℡ 0167-45-2119 
⑤HPアドレス    なし 

 
所沢市消防団は、団本部２５名(女性２０名)及び１０個分団３００名の

３２５名から成り、各分団の努力により毎年定員を欠くことはないものの、

新入団員の確保には非常に苦慮している状況である。 
そこで、多くの市民の集まる所沢駅西口商店街（プロペ通り）入口のプ

ロペビジョンにて同商店街振興組合の協力により、平成１９年１１月より

１日３０回消防団活動の音声入り動画（約５０秒）を配信し入団促進を実

施している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         写真提供：所沢市消防本部 

 

 

 

所沢駅西口改札口を出ると、目の前に広がるプロペビジョンに多くの市

民が足を止めて見入っている。 
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広報用電光掲示板等を活用した PR 活動 

 

①都道府県名  神奈川県 
②消防団名   川崎市川崎消防団 
③実員数    158名［うち女性団員 19名］ 
④消防団事務局 川崎市消防局 川崎消防署予防課庶務係  

℡ 044-223-0119 
⑤HPアドレス 

http://www.city.kawasaki.jp/84/84fire/about_us/syo/kawasakisyo/gaik
aku/shouboudan/shobodan.htm 

 
川崎消防団では、以下のような各種団員募集のＰＲ活動を行っている。 
 
【入団募集チラシの配布及びポスターの掲出】 
 署主催のイベント時や各町内会に対して、チラシの配布やポスターの掲

出を依頼している。 
 
【広報用電光掲示板を活用しての広報活動】 
 消防団募集を、公共機関等（河川敷情報掲示板等）の電光掲示板を活用

して、多くの市民に対して広報活動を行っている。 
 
          掲示内容（例） 

 
   

 

 

 

 

  河川情報掲示板（ＪＲ川崎駅自由通路）                 写真提供：川崎市消防局 

 

【町内会長への団員入団促進依頼】 
 町内会長あてに、消防団員の必要性と団員の処遇並びに入団促進を団

長・署長の連名で文書により依頼した。 
 町内会の会合等で、団員が会合出席者に入団について依頼している。 
 また、防火指導員制度を確立し、各町内会の担当者が行政等に対する要

望等を聴取する際に、消防団員の入団について依頼している。 
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【報道機関等への情報提供】 

 防災フェアーや火災予防運動における報道機関への情報提供時に、消防

団に関する情報を積極的に提供するとともに、団員募集について掲出を依

頼する。 

 

【消防団の活動広報時に団員募集を併せて実施】 

 消防団活動への理解を広めるため、消防団活動の活動写真を掲出すると

ともに、団員募集も併せて実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市役所広報スペースを利用した広報展示（アゼリア地下街） 

 

 

団員募集のＰＲ活動や予防広報を実施してからは、市民からの問い合わ

せが多々あり、ＰＲ活動の効果が上がっていると思われる。 

また、今後も地下街にある市の広報スペース等を利用して、市民に対し

消防団の活動内容と団員募集のＰＲを行っていきたい。 

入団状況については、平成１７年度８名、平成１８年度１１名、平成１

９年度７名（平成２０年２月現在）が入団している。 
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マスコット「翔太」で消防団を PR 

 

①都道府県名  神奈川県 
②消防団名   川崎市中原消防団 
③実員数    244名［うち女性団員 11名］ 
④消防団事務局 川崎市消防局 中原消防署予防課庶務係  

℡ 044-733-0119 
⑤HPアドレス   http:www.84nayo@city.kawasaki.jp 

 
 
【マスコット誕生の経緯】 

 平成１６年春、中原消防団のシンボルとしてマスコット「翔太」が誕生

した。 

 「翔太」は中原区の花パンジーをモチーフとした図柄で、消防団がこれ

からも太く羽ばたくという意味から名付けられたもの。 

 

【広報誌「翔太」に発刊】 

 平成１８年３月３１日、中原消防団広報誌「翔太」を創刊。このたび第

５号を発刊し、団員はもとより区民の皆様にも愛読され、地域防災の普及

に寄与している。 

 

【シールの作成】 

 「翔太」の大小のシールを作成。大きな

シールはポンプ積載車に、小さなシールは

団員の車、バイク等に貼り、また、区民祭

等のイベント時にも配布して、中原消防団

をアピールしている。 

「翔太」のシール 

【Ｔシャツの作成】       

 「翔太」マーク入りのＴシャツを作成し、全団員に配布。夏季に消防団

や地域の活動時に着用し、団員の連帯感を高めている。 

 

【大看板作成】 

 消防大会や中原区民祭で「翔太」の大看板を展示し、区民の注目を集め

ている。 
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【切手の作成】 

 「翔太」の切手を作成し、団員やＯＢに購入してもらい、団連絡等郵送

時に使用し、シンボルマークを広報している。 

 

【防災博士認定証】 

 毎年秋に実施される中原区民祭で、消防車乗車、応急救護、煙体験、地

震体験等を体験した子どもに「翔太」の防災博士認定証を交付し、子ども

たちに消防団をアピールしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          切手シート                  防災博士認定証 

                                                                            資料提供：川崎市消防局 

 

  

平成２０年１月２８日（月）に開催された消防団入団促進キャンペーン・

オープニングイベントで「消防団員 めざせ１００万人」のマスコットに

「消太」君が決まり、中原消防団の「翔太」も兄弟ができて喜んでいる。 
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マスコットキャラクター募集による広報 

 

①都道府県名  滋賀県 
②消防団名   甲賀市消防団 
③実員数    1,207名［うち女性団員 12名］ 
④消防団事務局 甲賀市役所 総務課総合防災係 

℡ 0748-65-0665 
⑤HPアドレス    なし 

 
 消防団活動の活性化や今後の消防団員の確保の方法などについての検討

を行う「活性化委員会」を団歴５年前後の団員で各分団から１名ずつ、合

計２３名で平成１７年度に設立した。 

平成１８年度に初の事業として、各分団を紹介する「分団広報誌」を手作

りで作成し、各分団・部・班へ配布した。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

             マスコットキャラクターの「にんくる・けし丸」 

                                                写真提供：甲賀市役所総務課 

 

また、団員の団結力を高めることはもちろん、今後消防団に入団しても

らう市民へのアピールとして分団対抗綱引き大会を開催。さらには、甲賀

市消防団のマスコットキャラクターを募集により決定した。 

 平成１９年には、マスコットキャラクター入りＴシャツの作成、又全消

防車両（１２５台）にマスコットキャラクターのマグネットを取り付けた。 
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                       訓練・災害対応編 

階級別アポロ帽子による組織統制 
 

①都道府県名  宮城県 
②消防団名   石巻市桃生消防団 
③実員数    270名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 石巻市桃生総合支所 
            総務企画課 防災グループ 

℡ 0225-76-2111 
⑤HPアドレス    なし 
 
【目的】 
 消防演習や防災訓練及び災害現場での指揮統制の向上と、関係機関や住

民に対し団員階級が容易に識別されることを目的としている。 
【経緯】 
平成９年度に団員被服として活動着を導入する際、同色での階級識別が

困難であったため、その対応について幹部会議等で検討し、現高橋団長の

発案により、階級別着色したアポロ帽子を取り入れることとなった。 
【効果及び現状】 
帽子の色については、階級別に団長が黒、副団長が紫、分団長が赤、班

長がオレンジ、副班長が緑、団員を紺としている。 
 この制度の導入により、消防演習や防災訓練及び災害現場で、遠くから 
でも団員の階級が識別でき、指揮統制や連絡調整が円滑に行われている。 
 また、消防団幹部においては、着帽により階級が示されることから、指

揮官としての自覚と責任感が格段に向上し、規律ある組織運営に役立って

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            写真提供：石巻市桃生総合支所 

消 

防 

団 

概 

要 
活 
動 

内 

容 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団員(青) 副班長(緑) 班長(橙) 分団長(赤) 副団長(紫) 団長(黒) 

 
 
遠距離中継送水操法競技の実施や携帯電話を活用した情報収集や連絡調

整の実施など、幹部が主体となり、桃生消防団としての伝統を重視すると

共に常に活動の活性化を図るため、時代のニーズにあった災害対応や組織

運営に努めている。 
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雪中訓練の実施 

 

①都道府県名  新潟県 
②消防団名   魚沼市消防団 
③実員数    1,035名［うち女性団員 14名］ 
④消防団事務局 魚沼市消防本部  
            消防総務課 消防団係 

℡ 025-793-0119 
⑤HPアドレス  http://www.02579.jp/shoubou/ 
 
【雪中訓練の意義】 
 全国でも有数の豪雪地域である魚沼市消防団第２方面隊では、毎年２月

に雪中訓練を行っている。積雪寒冷時季における地域住民への火災予防Ｐ

Ｒと積雪の中での火災防ぎょ活動は、戦術的にもまた体力的にも大変困難

を極めるなか、この訓練は、こうした経験を実際の火災防ぎょ活動に役立

てるため、分団持ち回りで行っている。 
 
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真提供：魚沼市消防本部 
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【訓練方法】 
地区内の防火対象物からの出火を想定し、実際に出火建物の関係者によ

る１１９番通報に始まり、常備消防隊の出動、通信指令室から消防団への

連絡、管轄分団消防隊の出動、さらに近隣分団からの応援出動等、常備消

防と連携を取りながら放水訓練、救急・救助活動への支援等実動訓練を行

っている。 

 
【効果】 

積雪時の消防活動の困難さは十分承知しているものの、実際に訓練を進

める中で予想しない事態が発生したりする。そうした中での訓練は、団員

一人一人に大きな教訓として、また貴重な体験として受け止められ、冬期

間における重要な消防訓練と位置付けられている。 
 
 

 
 
 
 
 
 

活 

動 

内 

容 

特 

記 

事 

項 



地域特性を活かした分団別大規模災害対応訓練 

 

①都道府県名  千葉県 
②消防団名   成田市消防団 
③実員数    1,490名［うち女性団員 0名］ 
④消防団事務局 成田市消防本部 総務課 

℡ 0476-20-1590 
⑤HPアドレス  http://www.city.narita.chiba.jp/sosiki/shobo/index.html 
 

【分団別大規模災害対応訓練】 

近年、地震、津波、火山噴火、水害、土砂災害など国内外で大規模災害

が頻発し、甚大な被害が生じている。 
 発災時には、消防などが本格的に機能する前においては、住民自らが主

役となって防災活動を行うことが重要であるが、防災の知識・経験がある

消防団がそれぞれの地域でリーダーシップをとり、自主防災組織や住民と

協力し活動していかなければならない。 
成田市内においても、各分団それぞれの地域特性があることから、地域

の現状に即した災害活動をするために、消防団員自らが企画・立案し訓練

を実施している。 
（平成 18年度より年間行事計画に計上） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             写真提供：成田市消防本部 

        

 

成田市消防団 1 本部 12 分団 97 部 
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メールやオフロードバイクによる情報伝達訓練 

 

①都道府県名  長野県 
②消防団名   駒ヶ根市消防団 
③実員数    600名［うち女性団員 10名］ 
④消防団事務局 駒ヶ根市 総務課庶務係 

℡ 0265-83-2111 
⑤HPアドレス    なし 
 

【大規模災害に備えた取り組み】 

 大地震発生後の初動期、その混乱した状況下で「いかに迅速で効率的に

地域の情報を収集・伝達・整理できるか！」ということが災害対応の重要

な課題と捉え、各地域に散在する消防団員が効率的に活動できるように訓

練を重ねている。 

 

【訓練方法】 

 消防団員が被害状況を想定し、その様子を団本部へ伝達する。被害直後

の情報伝達手段として、電話（通話）は輻輳し利用がかなり制限される中、

メール機能はある程度は使えると考え、携帯メールを使って情報伝達する

ように試行錯誤を重ねている。また、メールに限らず、オフロードバイク

を使った伝令など、電話以外の通信手段も取り入れながら訓練している。 

 メールによる情報伝達は、団本部と団員の双方向で行うことによって、

伝達手段が限られた中でも、人命救助などの急を要する事例にも対応でき

るように、より効率的な伝達手段を模索している。 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

消 

防 

団 

概 

要 

活 
動 

内 

容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               写真提供：駒ヶ根市総務部 

【今後の取り組み】 

 手探りでやっている訓練であり、訓練方法についても消防団員の対応に

ついても課題があるが、様々な伝達手段を模索する中で、メールだけでな

く Web への書き込みを利用した情報伝達の仕組みづくりを検討している。 

 

  

大規模災害を想定することにより、消防団員の一人ひとりが、災害対応

を考える機会として大切な訓練と位置付けている。 
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地区における消防団の役割を明確化 

 

①都道府県名  長野県 
②消防団名   茅野市消防団 
③実員数    949名［うち女性団員 9名］ 
④消防団事務局 諏訪広域消防本部  

茅野消防署 消防課消防係 
℡ 0266-72-0119 

⑤HPアドレス    なし 
 

【地区コミュニティ運営協議会】 

 地区との連携は発足当時からとられていたが、平成１８年に市内１０地

区に「地区コミュニティ運営協議会」が設立され、各地区における消防団

の役割が明確に位置づけられた。 

 

           運営協議会の例（玉川地区） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     資料提供：諏訪広域消防本部 
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【活動内容】 

 常備消防と共同で、火災啓発活動や自主防災組織との連携による訓練、

災害時の連携訓練などを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    自主防災組織との連携訓練 

 

 

 

 

 

 

 地域住民からの信望が非常に厚い。 

今後は自主防災組織との、より一層の連携強化が必要。 
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救護技術向上を目的に救急操法を実施 

 

①都道府県名  長野県 
②消防団名   飯田市消防団 
③実員数    1,359名［うち女性団員 112名］ 
④消防団事務局 飯田市危機管理部  
            防災交通課消防団係 

℡ 0265-23-4119 
⑤HPアドレス  http://www.janis.or.jp/users/jr0eaw/fd/ 
 

 飯田市消防団では、平成４年に女性団員を採用し、１８の分団付き予防

救護班と音楽隊ブラス部に所属しており、現在１１２名で活動している。 

 女性団員の役割と任務を試行錯誤するなかで、平成６年から救護技術向

上を目的とし、包帯法を競技化した「救急操法」を、消防技術大会に合わ

せ実施している。 

 各分団毎に１チームを編成し、飯田市独自で実施要領・審査要領を作成

し、それに基づき練習を重ね大会に臨んでいる。 

 この大会を通じて、救護技術の向上はもとより、班員同士の信頼関係と

まとまりを築くことで分団の活性化に結びついている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     写真提供：飯田市危機管理部 

 

 最近では、活動事例発表という形で、他県の消防団に救急操法を紹介し

ています。飯田市をはじめ多くの消防団では、女性団員には消火活動より

は予防面、応急手当を任務としている団が多いと思われるが、女性にある

程度責務と役割を与え、やりがいと目標に向かって努力することで、充実

した消防団活動ができると考える。 

 是非多くの消防団で取り組まれることを推奨したい。 
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建物火災現場の安全管理研修会実施 

 

①都道府県名  三重県 
②消防団名   松阪市消防団 
③実員数    1,420名［うち女性団員 60名］ 
④消防団事務局 松阪市消防団事務局  

℡ 0598-25-1414 
⑤HPアドレス  http://www.city.matsusaka.mie.jp/shouboudan/index.html 
 

【消防団員の建物火災現場の安全管理研修会（講師～元分団長）】 

最近の災害は、複雑多様化し危険性も高く消防団員も安全管理の必要性

が求められるため、現場活動の安全性について基本から見直し、危険予知

の研修を行っている。 
特に建物火災現場活動では、他市で消火活動中に崩落事故があったこと

に鑑み、建築の専門家による「木造住宅の仕組みと焼損による危険性」等

の研修を実施し、安全管理の徹底を図っている。 
 講師には、１９歳から約４０年間、建築業一筋に勤め、昭和６１年に松

阪市消防団に入団し、平成１３年からは分団長として活躍し退団された方

を招いた。 
建築業として木造建築物の設計から、造作、建築、増改築を長年にわた

り行ってきた経験と消防団として火災現場へ幾度となく出場し消火作業に

当たった経験から、木造建築物の倒壊危険について、パワーポイントによ

り、分かりやすく講義が行われた。 
【主な内容】 
 建築前の木材加工、板目の状態、年輪と背割り、梁に使う丸太、梁等の

継ぎ手工法、板継ぎ工法、屋根の種類、屋根の構造、床の構造、荒壁の工

法、和室と洋室の納まり、柱と梁の接合、建て方完了、木造住宅の骨組み

等の他、 
（１）木造建築物の基本的な軸組みについて 
    柱（通し柱、間中、管中他）、筋交い、梁、ほぞ穴、壁の構造 
（２）木造建築物と軽量建築物の構造との比較 
（３）火災の拡大経路（障子、ふすま、階段、壁裏、天井裏） 
（４）柱の接続部や金具使用による熱伝導率の違いによる燃焼部の状態 
（５）柱や梁などの焼き細りと消火水による加重、活動員の重みと倒壊・ 

崩落危険 
など、燃焼物の構造を知り、安全な活動を行うために講義を行いました。 
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この研修は、消防団員及び消防職員の幹部が受講している。 

今後の消火活動に活かし、全団員に伝達するため、事故防止と安全管理

の徹底を強力に推進したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

                              

 

写真提供：松阪地区広域消防組合消防本部 

 

 

 

今回の研修で、頑丈そうな木造建物でも、構造上筋交いが少なく、火災

になると柱等が焼け細り、さらに放水により水の重量が相当かかると建物

が崩壊する危険性が高く、見た目より脆いことを認識した。 

また、要救助者が建物内に居る場合、進入及び脱出経路は柱の多い部分

を選ぶべきことも参考になった。 

この研修を基に火災現場での安全管理を徹底し、危険予知能力を向上さ

せ、公務災害０を目指していく。 
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木造住宅の仕組みと
焼損による危険性

前松阪方面団阿坂分団長

（有）島田建築 棟梁 島田秀生

消防安全研修会



避難所運営模擬訓練 

 

①都道府県名  愛媛県 
②消防団名   松山市消防団 
③実員数    2,242名［うち女性団員 93名］ 
④消防団事務局 松山市消防局 消防団担当  

℡ 089-926-9229 
⑤HPアドレス  松山市消防協会 http://www.matsu-syokyou119.gr.jp/ 
 

【目的・経緯】 

 地震等の大規模災害が発生した場合、広範囲にわたって多大の被害が発

生することから、数多くの応急対策が必要となる。特に避難所は、避難勧

告や避難指示と同時に開設するとともに、多大な数の被災者の受け入れを

行う必要がある。 
 このようなことから、避難所対応を初期の段階から強化する目的を持っ

て、避難所での活動を主とする大学生防災サポーターと女性消防団員との

合同で「大規模災害発生に伴う避難所運営模擬訓練」を実施した。 
【訓練内容】 
 大規模災害発生直後の混乱状態の中で、避難所を開設し、避難住民の受

け入れまでの避難所開設初期段階の訓練を実施。 
 
                               

 

 

 

 

 

 

                                       写真提供：松山市消防局 

 

 

【参加団員の感想】 

・「こんなとき、どうする。」と日頃から考えておくことの大切さに気 

 づいた訓練だった。 

・実際の現場は最悪の状況下での活動になると思われるので、日頃から 

自分達で出来ることや、なすべき事を考えておきたい。 
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                      女性消防団員の活動編 

ＰＲグッズで防火啓発 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   釧路北部消防事務組合 標茶消防団 
③実員数    127名［うち女性団員 12名］ 
④消防団事務局 釧路北部消防事務組合 
                 標茶消防署 

℡ 015-485-2021 
⑤HPアドレス  http://www.sip.or.jp/~sfsma/ 
 
標茶消防団 女性消防部は平成４年に発足。防災指導の推進のほか、各

種災害や訓練等において、ソフト面の充実を図り町民が安心して暮らせる

ように活躍している。 
 特に、単身高齢者宅査察は、町内に住む７０歳以上の単身世帯を年２回

査察するもので、平成６年から継続実施し、平成９年からは手作りの PR
グッズを作成・配布し、町民から温かい感謝の言葉と信頼を寄せられてい

る。 
また、査察時には火災予防に関することだけではなく、降雪時に溜まっ

た雪の除雪や日常で困っていることなど、色々な相談を受けるため、町と

協議し対応している。 
 
                                     

 
 
 
 
 
           写真提供：標茶消防署 

 
約３００件の世帯を回っているが、過去からの PR グッズを家に飾って
くれている方がたくさんいるなど、毎年楽しみに待ってくれている。 
 その度にあたたかい感謝の言葉と元気な声を聞けるのが女性消防部の大

きな励みになっている。これからもこういった女性ならではのソフト面を

活かした活動を積極的に行い、町民からより厚い信頼を得られるよう日々

研鑽していきたい。 
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手作りハンドタオルで防火訪問 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   帯広市消防団 
③実員数    327名［うち女性団員 19名］ 
④消防団事務局 帯広市消防本部 総務課消防団係 

℡ 0155-26-0119 
⑤HPアドレス  http://www.city.obihiro.hokkaido.jp 
 
 
【帯広市消防団の女性団員】 
 帯広市消防団では、毎年春と秋の『火災予防運動』期間中に女性部が市

内の幼稚園や保育園等に出向いて自作自演の「防火寸劇」の披露や毎回８

０件前後の「災害弱者世帯の防火訪問」などを行っている。 
 また、年末の『焼死事故防止運動』では市内繁華街のデパートで街頭啓

発等を毎回実施し、広く市民に対し火災の悲惨さや防火啓発をしており、

消防団全体のＰＲにも一役買っている存在である。 
【手作りグッズ】 
 「災害弱者世帯の防火訪問」に、防火啓発チラシと一緒に女性団員によ

る手作りグッズを配布し大変喜ばれている。 
 
 
 
 
 
 
 
                                      写真提供：帯広市消防本部 

 平成１９年度に作成したものは、タオルを加工してベビー服風にし、プ

ラスチック製ハンガーの柄に「火の用心」「帯広市消防団女性部」と印字し

た短冊を付し、ハンドタオルとして使用できる。 
 作成時には、毎回、装飾的で、かつ、実用的なものを考えている。 
 
 現在は、団本部付の女性部として活動しているが、平成２０年度からは

分団として昇格が決まり、更なる活躍が期待される。 
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女性団員による小型ポンプ操法 

 

①都道府県名  北海道 
②消防団名   岩見沢地区消防事務組合 月形消防団 
③実員数    79名［うち女性団員 8名］ 
④消防団事務局 岩見沢地区消防事務組合 月形支署 

℡ 0126-53-2154 
⑤HPアドレス  http://www.town.tsukigata.hokkaido.jp 
 
【女性団員による小型ポンプ操法】 
 毎年行われている月形消防演習において平成１６年から女性団員による

小型ポンプ操法を実施している。経緯は女性団員からの「やりたい」との

一言で、団長以下幹部も今後の大災害等に備え、現場での力になればとの

考えで実施している。 
操法はＣ１級の小型ポンプを使用して実際に放水するもので、それまで

予防活動及び災害時の後方支援等を中心に活動してきたが、女性団員の消

防団員としての自覚が向上してきた表れと思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       
 
 
 
 
                                                                    写真提供：岩見沢地区消防事務組合 

 
女性団員の消防団員としての意識高揚及び活性化はもとより、演習時にお

いて町民への消防団ＰＲ効果を伴っており、入団促進効果も期待している。 
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各種イベントで団員募集 

 

①都道府県名  滋賀県 
②消防団名   東近江市消防団 
③実員数    1,041名［うち女性団員 15名］ 
④消防団事務局 東近江市生活安全対策室 

℡ 0748-24-5617 
⑤HPアドレス  http://www.city.higashiomi.shiga.jp/ 
 
本市女性分団は本部付け分団として、広報・啓発を中心に活動している。 
【各種イベント会場での広報・啓発活動】 
 5 月に実施された、八日市大凧まつりにおいて、ミニ大凧を作成し、凧
の図柄に意味を持たせる「判じもん」で女性団員募集をアピールした。 

女性消防団のブースでは、チラシの配布等で消防団をＰＲするとともに、

女性団員の募集を行いました。この結果、８月に女性団員１名が入団した。 

 
                                  写真提供：東近江市生活安全対策室 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１月３日に開催された東近

江秋まつりのでは女性分団とし

て参加し、非常用持出袋や非常

食について広報・啓発を行うと

ともに、消防団のＰＲを行い、

女性団員の募集活動を行った。 
 
 
【幼稚園・保育園での啓発活動】 
 市内各消防署が主催する、幼児防火教室に参画し、市内幼稚園・保育園

を訪問して、人形劇による啓発も行っている。 
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オカリナ演奏による防火予防啓発 

 

①都道府県名  兵庫県 
②消防団名   尼崎市消防団 
③実員数    926名［うち女性団員 17名］ 
④消防団事務局 尼崎市消防局 総務課消防団担当 

℡ 06-6481-3962 
⑤HPアドレス  http://amasyo-ladys.jugem.jp/（女性団員自作のＨＰ） 
 
【発足】 
平成５年４月に女性団員の任用を開始し、今年で１５年目なる。 

実際のところ、昔は思うような活動もできず悩んでいたが、「私たちも何

かしないと！」と思い、最近は色々チャレンジしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

地震対策総合訓練でポンプ操法を披露 
 

 
 
 
 
 
 
 
      出初式で自作の紙芝居                 親子で水消火器体験 
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【活動内容】 
出初式や各種訓練・研修会参加のほか、子ども向け防火紙芝居を製作し

幼稚園や出初式で披露したり、昨年からはオカリナ演奏に取り組んでいる。 
 
 
 
 
                                       
 
 
 
 
                                                                  

 
 
 
          園田女子大学のたちばな祭りで防火啓発のため、オカリナ演奏を発表 

 

 

 

 

テントブース前でも、オカリナ演奏・紙芝居を 

行い、女性団員の活動を披露しＰＲ。 

 

 

           写真提供：尼崎市消防局 

 
  
 
一緒に活動してもらえる女性団員の確保策のほか、仕事・家庭の都合で

なかなか全員集合といかないなど、問題もあるが、当面の目標は「今やれ

ることをやる！」。 
 女性消防団員活性化大会で発表できるような活動をしていきたい。 
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「まちのライフサポート隊」 

 

①都道府県名  福岡県 
②消防団名   福岡市中央消防団 
③実員数    180名［うち女性団員 21名］ 
④消防団事務局 福岡市消防局 中央消防署警備課消防係 

℡ 092-524-1501 
⑤HPアドレス  http://chuoudan.com/ 
 
【発足】 
中央消防団女性団員で構成している「まちのライフサポート隊」は、女

性特有のこまやかな配慮や、気配りを生かした地域密着の講習会を開いて、

住民の救急処置能力向上を目指そうと、平成１５年３月に結成した。 

【活動】 

同隊には応急手当て指導員の資格を持つ２０～５０歳代の２１人（平成

２０年 1 月現在）が所属し、中央消防署の職員と共に公民館や学校、民間

企業に出向き、人工呼吸や心臓マッサージなどの救急講習会での指導など

を行っている。 

平成１８年度の救急講習指導実績は，５１回実施，女性団員の参加延べ

人数１５９人，受講者延べ人数２,７１７人となっている。 

更なる応急手当の普及を目指すために，新たな試みを同隊で考えたとこ

ろ，応急手当の寸劇を通じて，市民にも解りやすく楽しみながら普及啓発

を行う活動を思いつき、平成１９年３月から行っている。 

心肺蘇生法をテーマにした寸劇「ためらわない勇気（約５分）」は、平

成１９年３月に福岡市平尾小学校で行われた「中央区ふれあいジョイント

コンサート」で、平成１９年１１月１１日には，福岡市民防災センターの

秋の火災予防運動イベント“防災文化祭”において公演を行った。 

 

 

 

 

 

 

 
 

秋の火災予防運動イベント“防災文化祭”での様子 

                                      写真提供：福岡市消防局 
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寸劇では、元気溢れる「まちのライフサポート隊」の隊員たちが、難し

い内容を面白おかしく、またわかりやすく、劇を通じて市民の皆さんに説

明を行っている。 

寸劇を見た参加者からは「このような劇で応急手当（ＡＥＤを使用した心

肺蘇生法）を説明してもらうと非常に解りやすい」と大好評だった。 

 現在は、心肺蘇生法をテーマにした寸劇だけでなく、新たに火災予防劇も

練習中で、春の火災予防運動中のイベントで公演予定（平成２０年２月２

９日と３月２日）など、隊一丸となって更なる火災予防と応急手当の普及

啓発を目指して頑張っている！ 

 
 
 
 
 

 

特  

記  

事  

項 



                        その他の活動編 

小型船舶免状取得にかかる助成金の交付 

 

①都道府県名  高知県 
②消防団名   いの町消防団 
③実員数    430名［うち女性団員 19名］ 
④消防団事務局 仁淀消防組合内 いの町消防団係 
                 標茶消防署 

℡ 088-893-0040 
⑤HPアドレス    なし 
 
【団員に対する小型船舶免状の取得にかかる助成金の交付】 
 昭和５０、５１年の台風災害での河川氾濫等による家屋の浸水における 
避難者救出、あるいは、一級河川仁淀川におけるキャンプ客らの水難者捜 
索上の必要性から消防団に舟艇を配備した（昭和５０年代）。 
 これに伴い、舟艇操縦に際し免状が必要であることから、消防団員に資 
格取得をしてもらったが、その費用については、免許取得を業務扱いとし 
出動報酬で賄った（個人支出なし）。 その後も３年から５年ごとにある程 
度の人数の団員をまとめて免許取得（受講・受験）を実施した。 
 平成になったころから、受講・受験料が高くなり、出動報酬だけでは賄 
えなくなったため半額公費助成の制度となり、平成８年からは、毎年１０ 
名まで希望者を募って（平成１７年からは７名までに減数）受講・受験を 
継続的に（団員の新旧交代に対応するため）行っている。 
 補助方法は、受講・受験料の半額を公費負担（追加講習、追試験費用は

個人負担）とし、講習日・試験日は出務報酬の対象（追加講習、追試験費

用は除く）とする。 
【平成１９年度の実施内容】 
 新二級（２０トン未満）小型船舶免状の取得補助 
 受講・受験料総費用 67,700円の半額 33,850を助成 
 学科講習、実技講習、学科試験、実技試験の４日について費用弁償を支

給。（5,000円×4日 20,000円） 
 自己負担 13,850円（67,700円－33,850円－20,000）      
 
 免許更新にかかる費用については、自己負担（公費補助なし）・・個人の

免許であるので、自己管理の形にしている。 
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企業の消防団応援隊 

 

①都道府県名  大分県 
②消防団名   日田市消防団 
③実員数    1,354名［うち女性団員 10名］ 
④消防団事務局 日田市役所 総務財政部  
               総務課消防防災係 

℡ 0973-22-8201 
⑤HPアドレス  http://www.city.hita.oita.jp/ 
 
【消防団応援隊発足】 
 日田市消防団では、周辺部の消防団員の減少、団員の被雇用化、さらに

は過疎化等で消防力が低下していることに歯止めを掛ける目的で、企業や

自治会などの自衛消防隊を「消防団応援隊」として認定し、消防力の強化

を図る制度を導入した。 

 今回の認定制度導入で、平成２０年２月４日に企業１社、自衛消防隊２

隊の２団体の認定式を行ったが、そのうちの企業の消防団応援隊は全国的

にも例が無いとのこと。 

 写真提供：日田市役所総務財政部 

日田市消防団応援隊認定交付式 
今後も、自らの地域は自らで守るという精神に基づき、訓練を含めた自

主的な消火活動を行うことになる。 

         

 今後も消防団応援隊の導入が必要と思われる地域においては、積極的に

導入を推進していく。 
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